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もう羅針盤はいらない
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もう羅針盤
コ ン パ ス

はいらない 

 

君がいつか大人になって 

少年の日を振り返るとき 

ここで過ごした小さな時間 

きっと思い出しておくれ 

 

涙が笑いがいくつもあった 

そのたび君は背丈を伸ばした 

僕はいつでも羅針盤になった 

そして君は道を選んだ 

 

まっすぐに信じて行くがいい 

たとえ険しい行く手であっても 

ここで育てた勇気と希望 

それが君の道連れになる 

 

今日はここで君の門出を 

精一杯の笑顔で送るよ 

もしも再び道に迷っても 

もう羅針盤はいらないね 

 

 

 

 

 

 

あの日夢を聞かせてくれたね 

僕には眩しいくらいの夢を 

そして君は今そこへ向けて 

初めの一歩踏み出すだろう 

 

あったかい心を忘れるな 

たとえ幾たび挫けそうになっても 

思い出だけが君の荷物 

二度と元へ引き返せない 

 

僕はここで君の幸せ 

祈りながら明日を生きるよ 

もしも何処かで助け呼んでも 

もうこの手は貸せないから 

 

今日はここで君の門出を 

精一杯の笑顔で送るよ 

もしも再び道に迷っても 

もう羅針盤はいらないね 

 

もう羅針盤はいらないね 

 

もう羅針盤はいらない 
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